
広報おおいそ　平成22年８月11

　
夏
に
な
る
と
、
家
の
軒
下
や
庭
木

に
蜂
の
巣
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
巣
が
小
さ
い
う
ち
は
比
較
的
容
易

に
駆
除
で
き
ま
す
が
、
防
護
服
を
着

用
し
た
ほ
う
が
よ
り
安
全
に
作
業
が

で
き
ま
す
。

【
蜂
防
護
服
貸
出
制
度
】

 

　
町
で
は
、
安
全
に
駆
除
が
で
き
る

よ
う
蜂
防
護
服
の
貸
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
役
場
１
階
町
民
課

す
ぐ
や
る
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
っ
て
何
？

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
、
自
動
車

の
排
出
ガ
ス
や
工
場
の
ば
い
煙
に
含

ま
れ
る
有
害
物
質
が
、
太
陽
の
強
い

紫
外
線
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
オ

ゾ
ン
な
ど
の
「
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
」
と
呼
ば
れ
る
物
質
が
生
ま
れ
、

空
に
白
く
モ
ヤ
が
か
か
っ
た
よ
う
な

状
態
に
な
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
風
が
弱
く
、
日
差
し
が
強
い
日
は
、

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

被
害
を
受
け
る
と

　
次
の
よ
う
な
症
状
が
で
ま
す
。

○
眼
科
系
の
症
状
（
目
が
チ
カ
チ
カ
す

【
蜂
駆
除
費
補
助
制
度
】

　
町
で
は
、
ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除
を

専
門
の
業
者
に
依
頼
し
た
場
合
、
駆

除
に
か
か
っ
た
費
用
の
５
割
（
限
度

額
１
万
円
）
に
相
当
す
る
額
を
補
助

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　・
印
鑑

　・
駆
除
業
者
の
領
収
書

　・
駆
除
前
と
駆
除
後
の
写
真

　・
金
融
機
関
の
振
込
先
が
わ
か
る
物

蜂
の
駆
除
は
お
早
め
に

蜂
の
駆
除
は
お
早
め
に

蜂
の
駆
除
は
お
早
め
に

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
る
、
目
が
痛
い
、
涙
が
出
る
）

○
呼
吸
器
系
の
症
状
（
の
ど
が
痛
い
、

　
せ
き
が
出
る
、
息
苦
し
い
）

○
頭
痛
・
吐
き
気

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
が
発
令

さ
れ
た
時
は
、
町
防
災
行
政
無
線
で

注
意
を
呼
び
か
け
ま
す
の
で
屋
外
で

の
激
し
い
運
動
は
や
め
、
屋
内
活
動

に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

情
報
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　
県
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
光

化
学
ス
モ
ッ
グ
に
関
す
る
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎問い合わせ　都市計画課　☎内線243

６月８日現在、総額 43,110,754 円の寄附をいただきました。ご協力ありがとうございました。
（寄附受付順、敬称略）

氏名（名称） 寄附金額住所（所在地）

桐原　憲一郎
青木　實
匿名
匿名
大磯町茶道協会
井上　浩吉
匿名
匿名
（社）大磯町観光協会　理事　宮代　芳夫
匿名
（社）大磯町観光協会　理事　大倉　祥子
（社）大磯町観光協会　理事　柳田　直継
蔦野　秀夫
杉本　利徳
大森　栄子
植田　光子
真壁　兼太郎
大磯町ユニカール春季プレ大会参加者有志
匿名
国府石油株式会社
大磯建設協会

相模原市
平塚市
※※※※※※
※※※※※※
大磯町
大磯町
※※※※※※
※※※※※※
大磯町
※※※※※※
大磯町
大磯町
大磯町
大磯町
秦野市
長崎県長崎市
大磯町
大磯町
大磯町
大磯町
大磯町

¥3,000 
¥10,000 
¥30,000 
¥50,000 
¥20,000 
¥300,000 
¥10,000 
¥10,000 
¥10,000 
¥10,000 
¥10,000 
¥10,000 
¥3,000 

※※※※※
※※※※※
¥10,000 
¥100,000 
¥1,786 
¥30,000 
¥50,000 
¥10,000 

氏名（名称） 寄附金額住所（所在地）

柳田　保幸
株式会社小川工務店　代表取締役　小川　智通
匿名
匿名
佐々木　道他
小嶋　健生

株式会社大磯衛生社
清水管工株式会社
東旺工業株式会社大磯営業所
扶桑建設株式会社大磯営業所
明和工業株式会社大磯営業所
有限会社柳田土建
有限会社岩田土木管工
有限会社熊沢建材
有限会社蒔田建設
有限会社神田組
有限会社中越工務店
有限会社長岡建設
有限会社鈴木組
株式会社エス・ケイ・ディ大磯営業所

大磯町
大磯町
大磯町
大磯町
大磯町
大磯町
大磯町
大磯町
大磯町
大磯町
大磯町
大磯町
大磯町
平塚市
大磯町
箱根町
※※※※※※
※※※※※※
相模原市
※※※※※※

※※※※※
※※※※※
※※※※※
※※※※※
※※※※※
※※※※※
※※※※※
※※※※※
※※※※※
※※※※※
※※※※※
※※※※※
※※※※※
※※※※※
¥10,000
¥30,000 
¥1,000 
¥5,000 
¥10,000 
※※※※※

　待
命
の
身
へ

旧吉田茂邸再建基金寄附者一覧⑪ (57件：５月12日～６月８日)

旧
吉
田
茂
邸
再
建
に
向
け
て

連
載
シ
リ
ー
ズ

大
磯
の
賢
人

　吉
田

　茂

11

　
昭
和
７
年
５
月
15
日
、
海
軍
青
年
将
校
ら

に
よ
る
テ
ロ
に
よ
り
、
満
州
国
承
認
に
消
極

的
で
あ
っ
た
犬
養
毅
首
相
が
射
殺
さ
れ
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
五
・
一
五
事
件
で
す
。
後
継
と
し

て
海
軍
大
将
の
斎
藤
實
が
首
相
と
な
り
、
挙

国
一
致
内
閣
を
組
閣
し
ま
し
た
。

　
外
務
大
臣
に
就
任
し
た
内
田
康
哉
は
第
二

次
西
園
寺
公
望
内
閣
・
原
敬
内
閣
・
高
橋
是

清
内
閣
・
加
藤
友
三
郎
内
閣
に
お
い
て
外
相

を
歴
任
し
た
外
交
界
の
長
老
で
、
満
州
国
承

認
に
つ
い
て
「
国
を
焦
土
に
し
て
も
こ
の
主

張
を
徹
す
る
こ
と
に
於
て
は
一
歩
も
譲
ら
な

い
決
心
」と
議
会
で
演
説
し
、内
田
外
交
は「
焦

土
外
交
」
と
評
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
タ
リ
ア
で
幾
度
と
な
く
請
願
し
続
け
て

い
た
吉
田
の
帰
朝
は
内
田
外
相
に
よ
り
許
可

さ
れ
、
同
年
８
月
帰
国
の
途
に
就
き
ま
す
。

　
吉
田
は
か
ね
て
よ
り
日
本
の
満
州
国
承
認

及
び
国
際
連
盟
脱
退
に
反
対
し
、
日
本
の
国

際
的
孤
立
を
懸
念
し
て
お
り
、
帰
国
直
後
か

ら
説
得
工
作
に
奔
走
し
ま
す
。
元
老
・
西
園

寺
公
望
の
秘
書
で
あ
る
原
田
熊
雄
に
接
見
し
、

急
い
で
満
州
国
を
承
認
す
る
必
要
は
な
く
、

中
国
の
宗
主
権
を
認
め
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
（
原
田
熊
雄
『
西
園
寺
公
と
政
局
』）、
と

主
張
し
ま
す
が
、
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
（
満
州
事

変
を
受
け
、
国
際
連
盟
に
よ
り
派
遣
さ
れ
た

リ
ッ
ト
ン
調
査
団
に
よ
る
満
州
国
調
査
報
告

書
）の
公
表
前
の
同
年
９
月
15
日
、
日
満
議

定
書
が
調
印
さ
れ
、
日
本
は
正
式
に
満
州
国

を
承
認
し
た
の
で
す
。

　
実
は
こ
れ
よ
り
前
、
内
田
外
相
は
吉
田
に

駐
米
大
使
の
ポ
ス
ト
を
用
意
し
、「
出
渕（
勝
次
）

君
の
後
を
承
け
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
行
か
ぬ

か
」（『
回
想
十
年
』
第
四
巻
）
と
ま
で
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
吉
田
は
「
外
交

上
の
根
本
方
針
の
違
う
大
臣
の
下
で
は
、
所

詮
十
分
な
働
き
は
で
き
な
い
」（
同
）
と
、
こ

の
申
し
出
を
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
す
。

　
満
州
国
承
認
、
そ
し
て
国
際
連
盟
脱
退
を

推
進
し
、
焦
土
外
交
を
主
張
す
る
内
田
外
相

の
下
で
働
く
こ
と
は
吉
田
の
プ
ラ
イ
ド
が
許

さ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
て
吉
田

は
「
待
命
」
の
身
と
な
り
ま
し
た
。

　
内
田
外

相
は
、
文

字
通
り
焦

土
と
化
し

た
13
年
後

の
日
本
を

見
る
こ
と

な
く
、
昭

和
11
年
に

こ
の
世
を

去
っ
て
い

ま
す

◎
問
い
合
わ
せ

　郷
土
資
料
館
　
学
芸
員

　
曽
根
田
　
☎（
61
）
４
７
０
０

▲昭和7年、親任式を終えた斎藤内閣
　閣僚（写真／斎藤實記念館所蔵）

※上記のほか、16名の方から149,000円のご寄附をいただいております

○
電
話
サ
ー
ビ
ス
　（24
）
３
３
２
２

○
携
帯
電
話
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.k-erc.pref.

　

kanagaw
a.jp/i/

○
パ
ソ
コ
ン
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.k-erc.pref.

　

kanagaw
a.jp/haturei/

※

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ
る
被
害
が

　
発
生
し
た
場
合
に
は
環
境
経
済
課

　
へ
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
経
済
課
　
☎
内
線
３
５
９

ス
ズ
メ
バ
チ
に
は
近
づ
か
な
い
で
　

　
ス
ズ
メ
バ
チ
は
攻
撃
的
な
性
格
を

持
つ
大
変
危
険
な
ハ
チ
で
す
。

　
ス
ズ
メ
バ
チ
を
頻
繁
に
見
か
け
た

ら
、
近
く
に
巣
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
場
所
・
問
い
合
わ
せ

　
環
境
経
済
課
　
☎
内
線
３
５
９

　
す
ぐ
や
る
室
　
☎
内
線
２
６
６

▲西小磯の七夕行事の様子（昨年）

国
府
祭

西
小
磯
の
七
夕
行
事

西
小
磯
の
七
夕
行
事

西
小
磯
の
七
夕
行
事

　
西
小
磯
東
地
区
、
西
地
区
に
伝
わ

る
七
夕
行
事
で
す
。
江
戸
時
代
元
禄

年
間
に
は
七
夕
宿
の
記
録
が
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

昭
和
40
年
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
の
数
が

減
少
し
、
両
地
区
と
も
に
行
事
の
継

続
が
困
難
と
な
り
、
中
断
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
50
年
代
初

頭
に
は
両
地
区
と
も
に
復
活
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
西
小
磯
東
地
区
の
七

夕
保
存
会
、
西
地
区
で
は
子
ど
も
育

成
会
に
よ
り
行
事
が
守
り
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
平
成
20
（
２
０
０
８
）年

に
は
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
西
小
磯
東
地
区
で
は
８
月
６

日
・
７
日
に
、
西
小
磯
西
地
区
で
は

８
月
７
日
に
近
い
土
・
日
曜
日
に
行

わ
れ
ま
す
。

　
行
事
の
初
日
は
、
子
ど
も
た
ち
が

竹
飾
り
を
担
い
で
地
区
内
の
道
祖
神

な
ど
を
巡
っ
て
お
祓
い
を
し
ま
す
。

　
西
小
磯
東
地
区
で
は
午
後
１
時
頃

か
ら
、
西
小
磯
西
地
区
で
は
午
前
８

時
頃
か
ら
各
地
区
の
老
人
憩
の
家
を

拠
点
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
西

小
磯
西
地
区
に
は
お
面
を
か
ぶ
っ
て

各
家
を
踊
り
な
が
ら
訪
問
す
る
行
事

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
竹
飾
り
で

神
輿
を
作
り
ま
す
。

　
西
小
磯
東
地
区
で
は
午
後
７
時
頃

大磯の
文化財
大磯の
文化財 7

（
神
奈
川
県
指
定
重
要
文
化
財
）

か
ら
竹
御
輿
を
担
い
で
廻
り
、
翌
日

は
、
午
前
６
時
30
分
頃
か
ら
竹
神
輿

を
沖
へ
流
し
ま
す
。

　
竹
飾
り
や
竹
神
輿
で
お
祓
い
す
る

と
き
の
唱
え
言
は
修
験
者
の
経
文
だ

と
も
言
わ
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の

元
気
な
お
祓
い
に
よ
っ
て
豊
作
や
豊

漁
が
願
い
続
け
ら
れ
ま
す
。

大磯建設協会
大磯建設協会
大磯建設協会
大磯建設協会
大磯建設協会
大磯建設協会
大磯建設協会
大磯建設協会
大磯建設協会
大磯建設協会
大磯建設協会
大磯建設協会
大磯町建設協会
大磯建設協会 ◎

問
い
合
わ
せ

　

　
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
９




